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同じDNAを発見！ それで何が言えるか？





AB

A B

A B

X

O A B

O A

O

これは、DNA関連だけでなく、汎用的な留意点。
言語学も考古学にも該当。
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モンゴロイドの移動ルートの概要図

サフル大陸

スンダ
大陸

7万年前：アフリカからスンダ大陸へ

スンダ
大陸

４万年前 スンダ大陸から北上

１万８千年前-１万５千年前

長　江
雲南

１万５千年前-５千年前

１０万年前から始まる氷河期の中で、
やや温暖化の時期、厳寒期が民族の
移動の条件となった。

海面が下がる事は寒気の厳しさを示し、
移動の要件ともなる。

5千年前から３千年前

3千年前‐２千年前
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松本秀雄氏の作成した図 ： 免疫グロブリンG(Gm)標識遺伝子の分布 アジアと環太平洋の地域



2012-04-11ＤＮＡ-日本人の起源
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1万年前～５千年前 その② 稲作の発祥と伝播

彭頭山遺跡

河姆渡

③

漢江

長江

黄河

③准河

①

②



稲作の起源と時代別分布
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古代稲発掘遺跡と “稲作の伝播”

四川省

雲南省
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初期の水田耕作と
次期の水田耕作 



•







• 焦庄遺跡は徐福村に近接。

 弥生人：倭人が水田稲作を持って、渡来したもの





焦庄遺跡

菜畑、板付、新町遺跡

崧沢・銭山漾遺跡

松菊里遺跡
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チンギス・ハーン

遠征ルート

7万年前
5万年前
4万年前
1.8万年前
7千年前
3千年前
2.2千年前
1200年前
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日本人の起源・図

⑨
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http://www.geocities.jp/ikoh12/honnronn3/003_06tamiru_go_to_nihonn_go.html
いとうとしゆき氏のHP

第3部 弥生文化と渡来人の登場

07.タミル語とミッシングリンク



いとうとしゆき氏のHP13
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［３］ 弥生時代の開始年代－鉄の観点から－
・弥生時代の開始はBC10世紀（新説）←かつてはBC５～４世紀とされていた
・中国で鉄の製造が始まったのは西周代（BC1100～770）後期→普及はBC500年代
・インドではBC1100年に鉄が製造されていた ←「リグヴェーダ」の記述
・日本で弥生時代初期（BC10世紀）に鉄を使っていたとすると中国より早いことになる
・弥生時代初期に南インドから鉄が輸入されたとすると矛盾なく説明できる
・タミル語「kan（銅）」、日本語「kane」

［４］ 文字以前の記号（グラフィティ、Graffiti marks）
・甕棺や土器に刻まれた記号が南インドと日本で共通
・Graffiti（英語）の意味は「落書き」
・単なる落書きではなく何らかの意味を有する

……製造者、氏族、動物、植物、武器、雨、蛇、米
・中国（山東半島）や朝鮮でもグラフィティが発見された
・インダス文明のハラッパー、モヘンジョダロからも出土
・南インドの巨石時代の文明はインダス文明を受け継いでいる
・インダス文明の担い手がドラヴィダ語を話していた可能性が高い
・その後、南インドではブラフミー文字が広まったが、その頃には南インドと
日本の関係が途切れてしまったため、ブラフミー文字は日本に伝わらなかった
（→東南アジア全体には広がる）





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［２］ 南インドと日本の海上交通 －ガラスのビーズ－

［弥生時代の船］

・弥生時代中期の土器に36人漕ぎの船の絵がある（奈良県清水風遺跡）

＜岩田明の検証＞（1992年）
・シュメールの粘土板に書かれた船の材料で帆船を建造（南インド・ケララ州）
（全⾧15メートル、30トン、２枚の帆）

・７人のタミル人を雇ってｽﾘﾗﾝｶからｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、台湾経由で日本まで渡航
→沖縄久米島で横転したが、沖縄まで来ることができた

・マレーシア、シンガポールにはタミル人が多数住んでいる
・ベトナム難民が日本に漂着
→南インドから日本まで帆船によって来航が可能（船団を組んだ可能性）

［ガラスのビーズ］

・日本でインドパシフィックビーズが発掘（北九州、BC３～２世紀）
・インドパシフックビーズは南インドから東南アジア各地に流通
→日本列島、朝鮮半島まで及ぶ
・インドパシフィックビーズは赤褐色のガラスのビーズ



南インドと日本の海上交通 －ガラスのビーズ

•

•

•

•

•

•

•

•
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